
早生品種の主な特性

2019 道総研 農業研究本部 十勝農業試験場・北見農業試験場

Tokachi & Kitami Agricultural Experiment Station

ポイントは密植
～道東の小豆農家は早生品種を作りこなせ

十勝農業試験場 研究部 小豆菜豆グループ

0155-62-2431 tokachi-agri@hro.or.jp

普 及 Dissemination 連絡先 Contact

概 要 Abstract

成 果 Results

282 307 287 306

0

120

240

360

標準密度 1.5倍密植 標準密度 1.5倍密植

子
実

重
（
k
g
/
1
0
a
） 9月19日 9月18日 9月15日 9月13日-1日 -2日

きたろまん ちはやひめ

（成熟期）

十勝農試の密植反応

※2016～2018年の3か年平均
※成熟期：全体の8割が熟莢色（「きたろまん」「ちはやひめ」は褐
色）となった日。
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密植で倒伏は増えるか？

※道東地域の農試・現地 のべ24か所（2016～2018年）
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※■数字：推定初霜害年数/13か年
(2004-’09, ‘11-’17)

 ｢きたろまん｣･｢ちはやひめ｣は密植で増収と成熟期前進
 地力の高い畑では密植にしない（倒伏の増加リスク）
 6月上旬の晩播が可能なエリアは十勝中央部のみ

密植しても倒伏は
ほとんど増加していない。

きたろまん ちはやひめ
やや早 成熟期 早

強 耐倒伏性 強（きたろまん以上）

強 （ﾚｰｽ1） 落葉病抵抗性 強 （ﾚｰｽ1）

強 （ﾚｰｽ1） 茎疫病抵抗性 かなり強 （ﾚー ｽ1･3･4）

やや強 耐冷性 中

地域 播種期 品種 栽植密度 標準(密度･播種期)に対する反応 留意点

十勝
中央部

５月
下旬

きたろまん

標植(16,700
本/10a)の1.5
倍程度までの
密植（～
25,100本
/10a）。

1.5倍密植で成熟期前進(1～2日)、増収。 地力の高いほ場では標植とする。

ちはやひめ 1.5倍密植で成熟期前進(2～3日)、増収。 -

６月
上旬

きたろまん 収量・品質の低下は少ない。
1.5倍密植で成熟期前進。

生育量不足で減収する事例あり。初霜早い地域は晩播を
避ける。

ちはやひめ 生育量不足でやや減収する事例あり。

十勝山麓
沿海部

・
ｵﾎｰﾂｸ

５月
下旬

きたろまん 1.5倍密植で成熟期前進(1日程度)、並～やや増収。 地力の高いほ場では標植とする。

ちはやひめ 1.5倍密植で成熟期前進(1日程度)、増収。
低温条件で成熟期が「きたろまん」並に遅れる事例、外観
品質が「きたろまん」より劣る事例(色浅)あり。

晩播は行わない。晩霜を回避しながらできるだけ播種期を早め、生育期間を確保する。
注）十勝中央部：十勝川・利別川沿いの地域。

きたろまん

成熟期予測マップ

ちはやひめ

成熟期
■ ～ 9月10日
■ ～ 9月15日
■ ～ 9月20日
■ ～ 9月25日
■ ～ 9月30日
■ ～10月 5日
■ ～10月10日

― 予測の条件 ―

 標準栽植密度
(16,700本/10a)

 農研機構メッシュ農業
気象データ (平年値)

 誤差3日以内の確率
74～83％

5月25日播種

6月9日播種

5月25日播種

6月9日播種

本成績は道東において小豆早生品種を栽培する際に活用する。

Hokkaido Research Organization                                地方独立行政法人 北海道立総合研究機構

※密植で倒伏が増
えることもある（地
力の高いほ場）。

※「きたろまん」では標植でも
倒伏が多いことがある。


